
1992年　平成4 年
9/5あ だ ち 広報

第970 号

●発行/ 足立区　〒120足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/ 企画部広報課　FAX3881- 6910

秋
の
交
通
安
全
運
動
9
月
2
1

～
3
0
日

無理は禁物　基本が大事
心にゆとり　さわやかマナー

日 瞬のうちに被害者になり、加客者にもな ってしまう 交通事故。
少なくとも、だれもが匕ヤッとした気持ちを体験しているのではな
いでしょうか。事故は偶然や不運によ って起こるのではなく、運転
者や歩行者のちょっとした不注意から起きていることに、大きな問
題があります。9 月21日から「秋の交通安全運助」が始まります。
区民日 人ひとりが交通安全に関心を持ち、住み慣れた自 分たちの町
での交通事故を防ぎましょう。

激
増
す
る
交
通
死
亡
事
故

今
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
全

国
の
死
者
数
は
、7
月
末
現
在

で
6
千
2
6
8人に
連
し
、
昨
年
よ

り
3
2
5
人
も
多
い
死
者
と
な
り
ま

し
た
。
同
様
に
、
都
内
に
お
け

る
死
者
数
は
、8
月
1
3日
現
在

で
3
3
0
人
、昨
年
同
時
期
よ
り
8
6

人
も
増
え
て
い
嫐
y
。

足
立
区
内
の
交
通
事
故
発
生

状
況
を
み
る
と
、
下
表
の
と
お

り
、
昨
年
よ
り
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

ま
た
、
悲
惨
な
交
通
事
故
死

亡
者
は
2
2人
で
、昨
年
よ
り
7

人
も
増
加
、か
け
が
え
の
な
い

多
く
の
命
が
I・瞬
に
し
て
失
わ

れ
ま
し
た
。

交通死亡 事故発生状況図 ( 8 月日3日現在)

区内の交通事故発生状況
( 8 月13日現在)

細
心
の
注
意
を

払
っ
て
ち
ょ
う
ど
い
い

こ
の
春
、
西
新
井
警
察
署
で

は
6
0歳
代
・
7
0歳
代
を
中
心
と

す
る
1
8
7人の
方
に
、
高
齢
者
交

通
安
全
指
導
者
と
し
て
、
地
域

の
交
通
安
全
に
一
役
買
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

指
導
者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
直
接
家
庭
を
訪

問
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
説
明
し

た
り
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、
高

齢
者
に
交
通
安
全
の
基
本
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

3
人
で
梅
田
地
域
の
一
部
を

担
当
し
て
い
る
石
塚
昇
さ
ん
(

梅
田
三
丁
目
)
は
、「
自
分
が

危
険
な
目
に
あ
っ
た
ら
ど
う
思

う
か
、
ま
た
そ
の
逆
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
身

を
守
る
の
は
自
分
の
た
め
、
ま

わ
り
の
人
た
ち
の
た
め
で
も
あ

り
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
ち

ょ
う
ど
い
い
く
ら
い
で
す
」
と

言
い
嫐
歹
。

交
通
安
全
の
基
本
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
ば
か
り
で
な
く
、

若
い
人
へ
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
西

新
井
警
察
署
管
内
で
の
高
齢
者

の
交
通
事
故
は
、
昨
年
と
比
べ
H

件
減
っ
て
い
ま
す
。

石
塚

昇
さ
ん

死
者
数
は
若
年
層
が
最
多

今
年
、
都
内
で
起
こ
っ
た
交

通
事
故
死
亡
者
2
6
8
人
(
6
月
末

現
在
)
を
年
齢
層
別
で
み
る
と
、

若
年
層
(
高
校
生
か
ら
2
4歳
)

が
7
8人
(
2
9・
1
%
)
で
最
も

多
く
、
次
い
で
高
齢
者
(
6
5歳

以
上
)
の
6
1人
(
2
3
%
)、以
下
4
0

歳
代
、
5
0歳
代
、
3
0歳
代
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
者
数
が
最
も
多
い
若
年
層

を
状
態
別
で
み
る
と
。
二
輪
車

乗
車
中
が
5
7人
で
、
全
若
年
層

死
者
数
7
8人
の
7
3・
1
%
を
占

め
て
い
ま
す
。

8
月
1
3日
現
在
(
以
下
同

じ
)
、足
立
区
に
お
け
る
二
輪
車

事
故
の
死
者
数
は
1
0人
で
、
全

死
者
数
の
4
5
%を
占
め
、
そ
の

大
半
が
若
年
層
で
す
。
二
輪
車

事
故
の
約
5
0
%は
擧
走
行
為
に

よ
る
単
独
事
故
で
、
カ
ー
ブ
が

曲
が
れ
な
い
な
ど
無
理
な
走
行

に
よ
る
も
の
で
す
。

9
月
1
1
日

～
2
0
日

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

区
内
の
高
齢
者
の
交
通
事
故

件
数
は
、
1
0
2
件
で
全
体
の
6
气

死
者
数
は
4
人
で
全
体
の
1
8
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

事
故
の
多
く
は
歩
行
中
、
特
に

道
路
の
横
断
中
に
起
き
て
い
ま

す
。主
な
原
因
は
、車
の
直
前
直

浚
の
横
断
、
横
断
途
中
で
戻
っ

て
し
恚
つ
、
横
断
歩
道
以
外
の

所
を
横
断
す
る
、な
ど
で
す
。遠

回
り
で
も
、
横
断
歩
道
を
正
し

く
度
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

区
民
交
通

安
全
の
集
い

日
時
　
9
月
1
9日
(
土
)
、午
後

1
時
～
3
時

場
所
　
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
う
き
う
き
館

内
容
　
式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど

※
歌
手
三

裙
美
智
也
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。

◇
　

◇
　

◇

交
通
安
全
計
画
や
交
通
安
全

運
動
に
関
す
る
こ
と
は
、
中
央

本
町
庁
舎
日
交
通
安
全
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

もう一人 あなたの
職場に障害者
9 月は 障害者雇 用促進 月間

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
障
害
者
の
方
々

の
社
会
参
加
を
促
し
、
障
害

を
持
つ
人
た
ち
と
持
た
な
い

人
た
ち
が
、
と
も
に
生
き
る

社
会
を
築
く
た
め
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進

月
間

。ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立
(

公
共
職
業
安
定
所
)
で
は
、J
R

北
千
住
駅
前
で
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め

、
集

団
見
合
い
方
式
に
よ
る
就
職

相
談
会
な
ど
を
行
い
ま
す

。

こ
れ
に
よ
り

、
広
く
区
民
の

皆
さ
ん
に
対
し

、
中
で
も
企

業
の
皆
さ
ん
に
対
し

。
障
害

者
の
雇
用
促
進
へ
の
深
い
理

解
と
、
ご
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す

。

街
頭
キ
ャ
ン

ペ

ー

ン

潤
徳
女
子
高
等
学
園
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
、
子
供

用
の
ド
リ
ー
ム
袋
を
配
布
す

る
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
1
3日
(
日
)

午
後
2
時
～
3
時

場
所
　
J
R
北
千
住
駅
西
口

就
職
相
談
会

日
時
　
9
月
2
9日
(
火
)
、

午
後
1
時
3
0分
～
4
時

場
所
　
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

パ
ネ
ル
展
示

障
害
者
が
生
き
生
麌

と
働

い
て
い
る
姿
を
、
パ
ネ
ル
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

日
程
　

▽
中
央
本
町
庁
舎
・
:

9
月
1

日
～
4

日

▽
竹

の
筱
障
害
福
祉
館
日・・
9
月

7
日
～
1
1
日

▽
荒
川
区

役
所
・
:
9
月
1
6
日
～
3
0日

-

い
ず
れ
も
ト
ト

問
合
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立(

3
8
7
0
)
8
6
0
9

ブ
ラ
ン
ク
を
越
え
て

鹿
浜
四
丁
目
　桜
井
淳
一
さん

今
年
の
6

月
か
ら
ク
リ
ー

ム
色
の
制
服
に
身
を
固
め

、

広
い
会
社
の
敷
地
内
を
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
清
掃
す
る
桜
井

淳
一
さ
ん
は

、
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
の
経
験
者
で
す
。

「
体
が
勳
か
な
い
の
に
仕

事
な
ん
か
・
日・
」「
再
発
す
る
の

で
は
…

」
と
い
う
不
安
を
乗

り
越
え

、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
と

公
共
職
業
安
定
所
に
通
っ
た

日
々

。
脳
卒
中
と
い
う
病
気

に
な
り
、
町
屋
の
三
菱
電
機

ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
会
社

に
就
職
す
る
ま
で

、4

年
の

月
日
が
た
ち
ま
し
た
。

現
在

、
親
切
な
会
社
の
人

た
ち
に
囲
ま
れ
、
は
や
く
4

年
間
の
「
あ
せ
り
と
不
安
の

日
々
」
を
取
り
返
そ
う
と
、

桜
井
さ
ん
は
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

愛
称
を
大
募
集

(
仮
称
)

那
須
区
民
保
養
所

平
成
5

年
7

月
に
オ
ー
プ

ン
予
定
の
(
仮
称
)
那
須
区
民

保
養
所
は
、
那
須
高
原
の
中

腹
、
那
須
御
用
邸
の
す
ぐ
そ

ぱ
に
あ
り
、
地
上
2

階
地
下
I

階
で
客
室
が
2
2
室

、
定
員

は
1
2
0人
で
す

。

豊
か
な
自
然
の
中
で
リ
ゾ

ー
ト
気
分
も
味
わ
え
る
、
こ

の
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
す
て

忝
な
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
区
内
在
住
・
在

勦
の
方

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住

所
。
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
愛
称
名
と
簡
単
な

理
由
を
明
記
(
1
枚
1
点
)

※
1
0月
中
旬
に
決
定
し
、「
あ

だ
ち
広
報
」H
月
1
5日
号
で

発
表
し
ま
す
。

応
募
期
限
　
9
月
2
1日
消
印

有
効

※
愛
称
採
用
者
お
よ
び
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
で
、1
0人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本

町
庁
舎
・
地
域
振
興
課
施

設
f
l
l
-
S
中
央
本
町
1
-
1
7

―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
7
1

(仮
称
)
那
須
区
民
保
養
所

の
完
成
予
想
模
型

10月5 日

東部福祉事務所が移転
障害者福祉施設が開設

庁
舎
建
て
替
え
に
よ
り
、

次
の
施
設
が
移
転
・
開
設
し

ま
す
。

東
部
福
祉
事
務
所
(
移
転
)
　

(
3
6
0
5
)
7
1
0
5

F
A
X
(
5
6
9
7
)
6
5

綾
瀬
福
祉
園
(
精
神
薄
弱
者

更
生
施
設
)
(
開
設
)

※
肢
体
障
害
者
作
業
所
が
移

転
し
李
歹
。

-

い
ず
れ
も
ト
ト

移
転
・
開
設
日
　
1
0月
5
日

(月
)

移
転
・
開
設
先
　
〒
1
2
0
東
綾

瀬
1
-
2
6
-
2

く
わ
し
く
は
、「
あ
だ
ち
広

報
」9
月
2
5日
号
で
お
知
ら

せ
し
李
歹
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
障
害
福
祉
課

　
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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福

祉

戦没者の妻・父 母、
戦傷病者等の妻の方へ

特別給付金の請求
期 限 は9 月30 日

次
に
該
当
す
る
方
は
、
特
別

給
付
金
が
請
求
で
き
ま
す
。

□
戦
没
者
等
の
妻

▽
第
4
回
特
別
給
付
金
よ
号

対
象
　
①
特
別
給
付
金
ぬ
号
を

受
給
し
た
戦
役
者
の
妻

②
第
8
回
お
よ
び
第
1
1
回
特
　

別
給
付
金
は
号
を
受
給
し
た

戦
傷
病
者
等
の
妻
で
、
そ
の

戦
傷
病
者
が
昭
和
5
8年
3
月

3
1日
ま
で
に
公
務
傷
病
等
が

原
因
で
死
亡
し
た
場
合

▽
第
1
0回
特
別
給
付
金
ほ
号

対
象

①
第
4
回
特
別
給
付
金

ほ
号
を
受
給
し
た
戦
没
者
の

妻②
第
6
回
特
別
給
付
金
は
号

を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
等
の

妻
で
、
そ
の
戦
傷
病
者
が
昭

和
5
8年
3
月
3
1日
ま
で
に
公

務
傷
病
等
が
原
因
で
死
亡
し

た
場
合

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
7
回
特
別
給
付
金
る
号

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
と
号

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
ろ
号

対
象
　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、

他
に
氏
の
同
じ
子
や
孫
が
い

な
い
父
母
・
祖
父
母
で
、
現

在
も
氏
の
同
じ
自
然
血
族
の

子
や
孫
が
い
な
い
場
合

□
戦
傷
病
者
等
の
妻

▽
第
1
3
回
特
別
給
付
金
に
号

対
象
　

第
6

回
特
別
給
付
金
は

号
ま
た
は
第
E
(
回
特
別
給
付

金
は
号
を
受
給
し
た
戦
傷
病

者
等
の
妻
で

、
そ
の
戦
傷
病

者
が
昭
和
5
8
年
3

月
3
1
日
ま

で
に
平
病
死
し
た
場
合

請
求
期
限
　
9

月
3
0
日

請
求
・
問
合
せ
先
　

本
庁
舎

(
千
住
)・
民
生
係

無
料
乗
車
券

の

交

付

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都

電
の
新
し
い
無
料
乗
車
券
を
、9

月
2
1日
か
ら
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
6
　

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の

特
別
項
屁
～
第
6
項
眤
お
よ

び
第
1
款
症
～
第
5
款
症
ま

で
に
該
当
す
る
方

④
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療

等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
同
法
第

8
条
に
規
定
す
る
厚
生
大
臣

の
認
可
を
受
け
た
方
お
よ
び

健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

⑤
生
活
保
護
世
帯
の
内
1
人

⑥
旧
母
子
・
凖
母
子
福
祉
年

金
受
給
世
帯
の
内
1

人

⑦
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

の
内
1

人

申
込
方
法
　
手
帳
、
証
書

、
認

定
書

、
印
か
ん
、
写
真
1

枚

(
縱
4
X
X

横
3

『

最
近

撮
影
の
正
面
脱
帽
で
上
半
身

の
も
の
)
、旧
乗
車
券
を
持
参

し
、
直
接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　

▽
①
～
⑤

の
方
…
居
住
を
管
轄
す
る
福

祉
事
務
所
(

表
1
)

▽
⑥
の
方
・・・
中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

▽
⑦
の
方

。:本
庁
舎
(
千
住
)

・
児
童
助
成
係

表1　福祉事務所一覧

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
(
障
)

受
給
者
証

新
し
い
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
を
、8
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
し
た
。

受
給
者
で
ま
だ
届
い
て
い
な

い
方
は
。
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ

た
旧
受
給
者
証
は
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
障
害
福
祉
係

譲
っ
て
く
だ
さ
い

使
わ
な
い
車
い
す

北
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
通

院
や
散
歩
等
で
一
時
的
に
車
い

す
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者

に
、
車
い
す
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
貸
し
出
し
用
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
使
わ
な
く

な
っ
た
車
い
す
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

ご
連
給
い
た
だ
け
れ
ば
、
取

り
に
う
か
が
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
北
部
福
祉
事

務
所

　
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

へ
。

老

人福

祉

ご
利
用
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
パ
ス

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
営
交

通
機
関
と
都
内
民
営
バ
ス
に
無

料
で
乗
車
で
き
る
も
の
で
す
。

□
無
料
分

9
月
末
日
ま
で
に
民
生
委
員

が
お
届
け
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上

で
表
2
の
所
得
基
準
以
下
の

方
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

□
有
料
分

対
象
　
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上

で
表
2
の
所
得
基
準
を
超
え

る
方

受
付
日
時
　
9
月
2
1日
か
ら

(土
、
日
、
祝
日
を
除
く
)
　

午
前
9
時
～
午
後
2
時
4
5分

(時
間
厳
守
)

費
用
　
1
万
8
千
2
0
0円

申
請
方
法
　
費
用
と
印
か
ん
を

持
参
し
、
直
接
窓
口
へ

※
期
限
切
れ
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

は
、
区
民
事
務
所
、
高
齢
者
福

祉
係
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎

(千
住
)・
高
齢
者
福
祉
係

表2　 シルバーバス所得制限基準表
( 平成3 年中の所得)

注) 1　 本人の所得の( 　)内は、所得の種類が公的年金の場合、収入金額( 公的年

金等控除を行う前の収入額) が、おおむねいくらであるかを示します。
2　 扶養義務者の所得の( 　)内は、所得の種類が給与所得の場合、収入金額(給
与所得控除を行う前の収入額) が、おおむねいくらであるかを示します。

敬
老
祝
品
と
マ
ッ

サ
ー
ジ
券
の
贈
呈

9
月
1
5
日
現
在
、
区
内
に
住

所
が
あ
る
、
喜
寿
、
傘
寿
お
よ

び
米
寿
の
方
々
に
、
そ
の
長
寿

を
祝
い
記
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

券
を
贈
呈
し
ま
す

。

対
象
　
▽
喜
寿
(
満
7
7
歳
)
:
大
　

正
4

年
4

月
2
日
～
大
正
5
　

年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

▽
傘
寿
(
満
8
0
歳
了

明
治
4
5
　

年
4

月
2
日
～
大
正
2

年
4
　

月
1

日
に
生
ま
れ
た
方

▽
米
寿
(
満
8
8
歳
)
…
明
治
3
7
　

年
4

月
2

日
～
明
治
3
8
年
4
　

月
1

日
に
生
ま
れ
た
方

敬
老
祝
品
　

▽
喜
寿
…
カ
シ
ミ

ア
入
り
純
毛
毛
布

▽
傘
寿
・
:
銅
製
茶
器
セ
ッ
ト

▽
米
寿
・
:
銀
盃

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
券
　
1
人

2
枚
(

使
用
期
限
は
平
成
5
　

年
3
月
1
5
日
ま
で
)

問
合
せ
先
　

社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

児

童

福

祉

児童手当・特例給
付・児童育成手当
・障害手当の
請求手続きを

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
に
該
当
し
禾
請
求
の
方

は
、
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
方
は

動
務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

①
児
童
手
当

対
象
　
▽
平
成
3
年
1
月
2
日

以
降
生
ま
れ
の
児
童
を
1
人

だ
け
養
育
し
て
い
る
方

▽

1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以

上
養
育
し
、
そ
の
う
ち
人
　

は
5
歳
禾
満
の
児
童
が
い
る

方
②
特
例
給
付

対
象
　
児
童
手
当
の
受
給
資
格

が
あ
り
、
厚
生
年
金
、
私
立

学
校
共
済
等
に
加
入
し
て
い

る
方

手
当
月
額
(
①
・
②
)
　
平
成

3
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
第
1
子
に
5
千
円
、5
　

歳
未
満
の
第
2
子
に
5
千

円
、5
歳
未
満
の
第
3
子
以

降
の
児
童
に
1
万
円

持
参
す
る
も
の
　
▽
保
護
者
名

義
の
足
立
区
内
金
融
機
関
の

通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
　

▽
年
金
手
帳

▽
健
康
保
険

証

▽
印
か
ん

③
児
童
育
成
手
当

対
象
　
1
6歳
未
満
の
児
童
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
方

▽
父
母
が
離
婚

▽

父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
生
死

不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
1
　

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
　

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
、
父

か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
　

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

害
者
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
　

・
2
級
程
度
)

手
当
月
額
　
1
万
1
千
5
0
0円

④
障
害
手
当

対
象
　
2
0歳
未
満
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▽
愛
の
手
帳
1
～
3
度

▽
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
　

級▽
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性

筋
萎
(
い
)
綰
症

手
当
月
額
　
1
万
3
千
5
0
0円

※
①
～
④
は
い
ず
れ
も
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
③
、
④

は
状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な

も
の
が
異
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
(
千

住
)
・
児
童
助
成
係
へ
。

教

育

9
月
は
教
育

相
談
強
調
月
間

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
を

お
ぼ
え
る
の
が
遅
い
、
落
ち
着

き
が
な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
問
題
の
解
決
に

あ
た
り
ま
す

。

□
面
接
相
談

受

付
日
時
　

毎
週

月
～
金
曜

日
、
午
前
9

時
I

午
後
5

時

場
所
　
▽
教
育
セ
ン
タ
ー
・
・
-
　
　

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
)
…
　
(
3
8
3
8
)
3
　
5
8
8

「
〉鹿
浜
分
室
(
北

鹿
浜
小
学
校
内
丁

　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

申
込
方
法
　
電
話
予
約

□
電
話
相
談

受
付
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

受
付
場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
室

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

お
し
ら
せ

北
千
住
駅
前
か
ら

深
夜
バ
ス
運
行

9
月
1
1
日
か
ら
東
武
バ
ス
・

北
0
1
路
線
で
深
夜
バ
ス
が
運

行
し
ま
す

。

運
行
区
間
　
北
千
住
駅
前
発
　
-

一
本
本
小
学
校
(

本
本
新

道
)

上
酉
新
井
車
庫

茜

新
井
大
師
)

行

運
行
時
刻
　

北
千
住
駅
前
発

・
。・2
3時
2
0
分

運
賃
　

▽
大
人
:
3
6
0円
▽
ふ

児
=
・因
円
足

期
券
こ

日

乗
車
券
利
用
者
は
深
夜
バ

ス
運
宍
の
半
額
)

運
行
日
　

十
・
日
・
祝
日
を

除
く
毎
日
(

た
だ
し
年
末

年
始
を
除
く
)

問
合
せ
先
　

▽
東
武
バ
ス
・

足
立
営
業
所

(
3
8
9
9
)
0
8
0
1

▽
西
新
井
出
張
所

(
3
8
9
8
)
1
3
3
1

足立区長選挙
9 月13 日(日)

投票時間
午前7 時～午後6 時

入
場
整
理
券
は
9
月
7
日
発
送

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
の
た
び
に
「
入
場
整
理

券
」
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

入
場
整
理
券
が
万
一
届
か

な
か
っ
た
り
紛
失
し
て
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投

票
日
に
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か

っ
た
か
ら
、
ま
た
、
紛
失
し

た
か
ら
投
票
に
行
か
な
い
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

大
切
な
一
票
を
政
治
に
い
か

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)

・
選
挙
管
理
委
員
会

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

催
し
物

☆
ワ
ク
ワ
ク
親
子
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会
　
9

月
2
0

日
(
日
)
、
埼
玉
県
加
須
市
花

咲
コ
ー
ス
(

約
1
0
湎
)
/

定

員
1
0
0人
/

親
子
2

人
1

組
…
5
0
0

円
、
1

人
…
3
0
0円
/

足
立

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
・
荒
川

　
(
3
8
8
9
)
8
0
0
0 ☆

家
庭
教
育
講
演
会
　
①
・
9

月
1
1
日
(
金
)
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
　

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
親
子

の
ふ
れ
あ
い

」/

②
9
月
1
8

日
(
金
)
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/

産
業
振
興
館
/

「
子
供
を

伸
ば
す
お
母
さ
ん
の
一
言
」/

い
ず
れ
も
無
料
/
足
立
家

庭
教
育
研
究
会
・
白
岩

　

(
3
6
0
5
)
1
1
3
5

☆
花
畑
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
9

回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
1
9
日

王
)

、
午
後
4

時

開
演
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ノ

無
料
/

角
田

　
(
3
8
5
9
)
0
8
2
5

☆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者

講
習
会
　
9

月
2
0日
か
ら
毎

週
日
曜
日
(
計
1
0
回
)
、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分
/

千

寿
小
学
校
/
1
6
歳
以
上
/

千
5
0
0

円
/

村
田

　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

掲示
板

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕

治
療

日
時
　
9
月
1
5日
(
祝
)
、
午

前
9
時
～
午
後
3
時

場
所
　
老
人
会
館

対
象
　
6
0歳
以
上
の
区
民

定
員
　
1
0
0
人
(
先
着
順
)

問
合
せ
先
　
鍼
灸
(
し
ん
き

ゅ
う
)
師
会
・
吉
山

(
3
8
8
7
)
0
7
5
4

□
足
立
市
場
大
感
謝
ま
つ
り

日
時
　
9
月
1
2日
(
土
)
、午

後
2
時
か
ら

内
容
　
▽
お
さ
か
な
料
理
ス

ク
ー
ル

▽
魚
等
の
展
示

と
即
売
な
ど

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
市

場
(
3
8
8
2
)
4
3
0
1

□
'
9
2
ク
リ
ー
ン
東
京
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
i
n
足
立

日
時
　
9
月
1
3日
(
日
)
、午

前
1
0時
～
午
後
4
時

内
容
　
▽
盾
掃
工
場
の
兒
学

▽
模
擬
店

▽
ミ
ニ
S
　
L

な
ど

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
清

掃
工
場

(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

9月9日は救急の日です。≪千住・足立・西新井消防署
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年

金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
る
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
2
5日
(
金
)
、午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象
　
昭
和
7
年
1
0月
2
日
～

H
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

老
齢
福
祉
年
金

の
定
時
届
を

老
齢
福
祉
年
金
の
定
時
届
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
と
1
1
月
支

払
分
か
ら
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
加
入

・
喪
失
手
続
き

2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
方

は
、
必
ず
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
方
、
会
社
を
や
め
て

厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
事
業

主
に
な
っ
た
方
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
時
は
国

民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
会
社
を
や
め
て
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

夫
の
扶
養
と
な
っ
た
方
は
、
手

続
き
を
し
て
、
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

区
役
所
に
あ
る
届
け
書
に
、

夫
の
動
め
先
で
証
明
を
受
け
て

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
全
体
で
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
保
険

料
が
増
え
る
こ
と
も
、
自
分
で

納
め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

保

険

保
険
料
の

納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
日
で
す
。
必
ず
吶
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料

を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
税
金
な
ど
と
同
様
に
差
し

押
さ
え
処
分
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

災
害
や
病
気
、
倒
産
な
ど
の

事
情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

遅
れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
、

分
割
納
付
な
ど
の
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

収
納
管
理
係

(
3
8
8
)
5
1
3
3
　

ま
た
は
、
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

保
健
・
衛
生

精神保健講演会

〝精神障害者を
理解するために 〟

日
時
　
9
月
3
0日
(
水
)
、午
後

2
時
3
0分
～
4
時
3
0分

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
方

講
師
　
木
村
真
人
氏
(
日
医
大

付
馬
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
　
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
千

住
保
健
所
保
健
予
防
課

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

地

域

巡

回

医
療
福
祉
相
談

病
気
を
治
療
す
る
う
え
で
の

心
理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な

悩
み
に
つ
い
て
、
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
医
師
、
理
学

療
法
士
等
に
よ
る
巡
回
医
療
福

祉
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
1
5日
(
火
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所
　
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
東
部
地
域
病
院
医

療
相
談
室

(
5
6
8
2
)
5
1
1
1
　

ま
た
は
、
木
庁
舎
宇
住
)
・

保
健
予
防
係

が
ん
制
圧
月
間

が
ん
の
原
因
6
0
%

は
タ
バ
コ
と
食
べ
物

足
立
区
民
の
死
因
の
第
1

位

は
が
ん
で
す

。中
で
も
肺
が
ん

、

大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
あ
る
日
突
然
な
る

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
常

な
細
胞
が
発
が
ん
物
質
に
傷
つ

け
ら
れ
て

が
ん
細
胞
に
変
化

し

、
そ
れ
が
2
0
～
3
0
年
か
か
っ

て
増
え

、
と
う
と
う
が
ん
と
し

て
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
す

。
つ
ま
り
毎
日
の
生
活
の

な
か
で
発
が
ん
物
質
と
触
れ
る

機
会
を
減
ら
せ
ば

、
が
ん
に
な

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す

。

発
が
ん
物
質
の
中
で
も
タ
バ

コ
と
食
べ
物
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
が

、
最
近
の
研
究
で
わ
か

っ
て
き
ま
し
た

。
が
ん
の
原
因

の
う
ち

、
タ
バ
コ
に
よ
る
も
の

が
3
5
%
、
食
べ
物
に
よ
る
も
の

が
2
5
%
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

。

合
わ
せ
る
と
6
0
%
も
の
高
率
に

な
り
ま
す
。

タ
バ
コ
の
害
は
が
ん
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん

。
ニ
コ
チ
ン
や
4

千
種
類
も
の
化
学
物
質
が
血

管
を
傷
め
る
の
で

、
血
圧
が
高

く
な
り

、
そ
の
た
め
に
心
臓
病

や
脳
卒
中
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す

。

食
べ
物
の
中
に
も
色
々
な
発

が
ん
物
賢
が
合
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
発
が
ん
物
質
を
抑
え
る
物

質
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す

。

私
た
ち
は
が
ん
が
怖
い
か
ら
と

い
っ
て
食
べ
な
い
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
か
ら

、
上
手
に
取
り

合
わ
せ
て
食
べ
る
の
が
賢
い
方

法
で
し
ょ
う

。
好
き
な
物
に
偏

ら
ず

、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る

と
い
う
基
本
が
大
切
で
す

。
が

ん
の
予
防
は
こ
の
点
で
成
人
病

全
体
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
の

で
す

。

今
月
は
、
が
ん
制
圧
月
間
で

す
。
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
1
2
力

条
」
を
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
生
活

の
中
に
生
か
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 がんを防ぐための12 ヵ条

1　バランスのとれた栄養をとる
2　毎日、変化のある食生活を
3　食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに
4　お酒はほどほどに
5　タバコは止める
6　適量のビタミンと繊維質のものを多くとる
7　塩辛いものは少なめに、熱いものはさまし
てから

8　焦げた部分はさける
9　かびの生えたものに注意
10　日光に当たりすぎない
11　適度にスポーツをする
12　体を清潔に

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 鹸 所 　3606- 4171
中央 本町保健 相談所 　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係 　3882- 1111㈹

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日
　
表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
分

室
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
費
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。工
事

前
に
申
請
し
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能区域

催
し
物

動
物
た
ち
と
遊
ぼ
う

ふ
れ
あ
い
動
物
園

金
魚
す
く
い
を
し
た
り
、
ポ

ニ
1
に
乗
っ
た
り
、
や
ぎ
や
ひ

よ
こ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の
か

わ
い
い
動
物
と
仲
良
し
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
2
0日
(
日
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
(
雨
大
の

場
合
、
9
月
2
3日
)

場
所
　
押
部
公
㈲
(
鹿
浜
6
-
-
　

8
L
I
)

問
合
せ
先
　
中
央
木
町
T
舎
・

公
園
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

〝み
ど
り
〟
の

大
切
さ
学
ぼ
う

緑
化
啓
発
見
学
会

日
時
　
1
0月
1
7日
(
土
)
、午
前

8
時
3
0分
～
午
後
5
時
ご
ろ

見
学
施
設
　
筑
彼
実
験
植
物
園

(つ
く
ば
市
)

定
員
　
4
0
人
(
応
募
者
多
数
の
　

場
合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料
(
昼
食
は
各
自
持

参
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
緑
に
関
す
る
こ
と
を
I
　

言
明
記
(
人
1

枚
に
限
る
)

※
集
合
、
解
散
場
所
は
、
本
庁

舎
(
千
住
)
前
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(

千
住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課

紲
化
係
I
y
1
2
0千住
1
1
4
1
　
1
8

初秋の休日をハープの
演奏とすてきな話りで

社 会 福 祉 講 座
「私は車いす女優」

日
時
　
9
月
2
0日
百
)
、午
後

1
時
3
0分
～
2
時
(
ハ
ー
プ

演
奏
)
、
午
後
2
時
～
4
時

(
講
演
)

講
師
　
萩
生
田
千
津
子
氏
吊

い
す
女
優
)

定
員
　
1
5
0人

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
当
日
直
接
会
場

へ
※
当
日
、
体
の
不
自
由
な
方

を
対
象
に
、
リ
フ
ト
バ
ス
を

連
行
し
ま
す
。

場
所
・
問
合
せ
先
　
西
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

募

集

( 財) 足立区コミュニティ
文 化 ス ポ ー ツ 公 社

平成5 年度
職 員 募 集

応
募
資
格
　

大
卒
程
度
・
:昭

和
3
8
年
4

月
2

日
か
ら
昭

和
4
6
年
4

月
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
ぢ
、
短
大
卒
程

度
・
'・昭
和
3
8
年
4
月
2

日

か
ら
昭
和
4
8
年
4
月
1

日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平

成
5

年
4

月
1

日
現

在
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

▽
社
会
教
育
主
事
の
有
資

格
者

▽
図
書
館
司
書
の

有
資
格
者

▽
保
健
体
育

教
員
免
許
取
得
者

▽
社

会
体
育
修
学
者

募
集
人
員
　

若
干
名

応
募
期
間
　
9

月
1
2日
～
1
0
　

月
3

日

※
案
内
書
お
よ
び
申
し
込
み

書
は
公
社
各
施
設
に
あ
り
ま

す
。

応
募
・
問
合
せ
先
　
公
社
・

総
務
課
(

絎
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
)

(
5
6
8
6
)
2
5
0
4

届
き
ま
し
た
か

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
2

(
わ
た
し
の
便
利
帳
)

「リブ・イン= Li vi ng・I n
f ormat i on'92 」( わ たし の 便利

帳) を、( 社) 足立区シルバー
人 材センタ ーの会 員の手
で、各家庭にお届けしてい
ます。
お 手元に届かないご家庭

があり ましたら、ご連絡く
ださい。
なお、リブ ・インは、お

近くの区民事務所にも置い
てあります。
問合せ先　本庁舎( 千住) ・
広報課 　3882一1111㈹
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第
4
5
回
区
民
体
育
大
会

□
柔

道

日
時
　
1
0
月
1
8
日
8
日
)
、
午
前

9
時
3
0
分

場
所
　
東
京
武
道
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

競
技
種
目
　

▽
小
・
中
学
生
の

部
(
学
年
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

▽
一
般
段
外
者
の

部
(
男
女

別
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
)

▽
有

段
者
の
部
(
紅
白
高
点
試
合
)

費
用
　

▽
一
般
…
7
0
0円
V

中

学
生
以
上
・
:
3
0
0

円

▽
小
学
生

・
:
2
0
0
円

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
身
長
、
体
重
、
段
位
を

明
記
の
う
え
、
費
用
を
添
え

て
現
金
書
留
で
郵
送

申
込
期
限
　
9
月
3
0日
必
笞

申
込
・
問
合
せ
先
　
原
島
久
武

〒
1
2
0千住
旭
町
1
0―
1
3

(
3
8
8
2
)
3
8
3
8

□
剣

道

日
時
　
1
0月
1
8日
(
曰
)
、
午
前

8
時
叩
分

場
所
　
絎
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

I
対
象
　
高
校
生
以
上
の
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ

び
連
盟
会
員

競
技
方
法
　
年
齢
別
卜
ー
ナ
メ

ン
ト

費
用
　
伽
円
(
保
険
代
を
劭
む
)

申
込
方
法

費
用
と
申
込
書

(住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
現
段
位
、
電
話
番
号

を
記
入
)
を
添
え
て
直
接

申
込
期
限
　
9
月
2
9日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　
野
中
高
司
　

〒
1
2
1
竹
の
塚
2
―
3
2
-
1
7
　

霓
3
8
5
9
)
4
0
5
0

□
空
手
道

日
時
　
1
0月
1
8日
ハ日
)
、
午
前

9
時

場
所
　
中
央
本
町
体
育
館

対
象
　
区
内
在
住
の
方
、
お
よ

び
連
盟
加
入
団
体
会
貝

競
技
種
目
　
型
・
組
手
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

費
用
　
▽
小
・
中
学
生
・・・
巓
円

▽
高
校
・
一
般
・
:千
円

申
込
方
法
　
団
体
責
任
者
が
一

括
し
て
空
手
道
連
盟
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
鬼
沢
栄
　

〒
1
2
1舎人
5
6

―
3
3

(
3
8
9
7
)
4
0
1
3

□
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

日
時
　
1
0月
1
9日
(
月
)
、
午
前

8
時
手
備
日
1
0月
2
1日
)

場
所

平
野
運
動
場

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
編
成
す
る
8
人
の
チ
ー
ム

と
し
、
8
0チ
ー

ム
(
先
荷
順
)

費
用
　
I
チ
ー
ム

2
千
3
0
0
円

※
費
用
は
、
1
0捐
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「発見まちかど写真
コンクール」作品募集

区内で 見つけた「心地よい空間」

や「美し い眺め 」など、身近なま
ちの風景写真を募集し ます。
入賞印品は、「あだち国際 まちづ

くりフ ォーラム」( 11月22・23日)
の会場で発表・展示し ます。
応募資格　区内在住・在勤の方
応募規格　区内で撮影し た未発表

作品で、カラープリント( 四つ切
り、ふちなし≒ 入賞作品 はネガ
を提出
※ 入賞者には賞状と賞品、全応募
者に記念品を差し 上げます。
申込期限　10 月9 日
申込・問合せ先　 本庁舎( 千住) ・
まちつくり 課推進係 　3882- 　1111(

代)丶 または、まちづくり
公社 　3604 ―7761

世 帯と 人口( 4 年8 月1日 現在)
世 帯　　　　255, 093
人 口　　　　646, 752 人
男　　　　　328, 882 人
女　　　　　317, 870 人

情 報 コ ー ナ ー

身近なところでアドベンチャー
足立フロンティア冒険隊

子どもたちの学校外活動の充実
を図るため、「足立フロンティア冒
険隊」を実施し、自然の優しさ・
厳しさ、様々な人々の生き方を学
びます。
日時・場所・内容　下表のとおり
対象 小学5 年生から高校3 年生
定員　80人( 抽選・選考)
費用　20, 000 円( 教材費、雪上レ
ク、宿泊費等)

申込方法　所定の申込用紙を提出
申込期限　9 月25 日必着

高校生カウンセラー募集
この「足立フロンティア冒険隊」

で、班づきのカウンセラーになっ
てみませんか。小・中学生の隊員
の相談にのったり、班をとりまと
めます。
対象・費用　高校生、無料
申込方法　直接窓日または電話
申 込期限　9 月25日

いずれも
申込・問合せ先　本庁舎( 千住) 　
・少年育成係 　3882 ―1111㈹

女と男のフリ ースペース

特集〝男 の 育 児 〟
ステップ③ 男が子どもと遊ぶ方法

今日 の「男の育児」では、保木
間保育園で 活躍中の保父・森英司
さんをゲストに招き、幼児期の子
どもと父観のかかわりについて、
「遊び」を通して考えます。女性
の方もお 気軽にご参加ください。
日時　9 月16日( 水) 、午後6 時30　
分 ～8F降30分
費用・申込方法　無料、電 話
場所・申 込・問合せ先　女性総合
センター 　3880―5222

昭和の玩具展講演会

めんこ 博物志
はやり すたりが繰り返されてき

た子どもの遊びの中で、「めんこ」
は江戸時代から現代まで、形や材
質が変化しながら生き続けていま
す。その魅力に迫ってみます。
日時　9 月20日( 日) 、午後2 時
講師　新島広一郎氏( 玩具研究冢)
定員　50 人( 先着順)
費用　無料
申 込方法　電話
場所・申込・問合せ先　郷土博物
館 　3620 ―9393

まつりあ だち60 リサ イク ルフェ ア

フリーマーケット 出店者募集
家 庭内 の不 用品 や不 使 用品 を 再

活 用す る ため 、フ リ ーマ ーケ ット
を 開 催 し ます 。
日時　[ ▽ 10月10 日( 二1二)、午 前11 時
～午 後4 時 ▽ 11 日( 日) 、午 前
10時 ～ 午後3 時( 雨 天 中 止)

場所　 竹 の 塚6 号公園( 竹 ノ 塚駅
東口 徒 歩5 分) 駐車 場 は なし

対 象　 区 内 在住 ・ 在勤 の 方
※ 薬 品 や 食品 、 動 物等 の 販 売、 営
利を 日 的 とす る 方 は不 可 。

募集区画　各日とも60区画( 先着
順) 。いずれかの1 日で、1 人1　
区画、手持出店に隕ります

出店料　無料
申込方法　直接窓日または電 話
受付開始　9 月7 日( 月) 、午前9　
時から
※ 定員になり 次第、締め切ります。
なお、搬入時間は、受 付時に指定
し ます。
主 催　まつりあだち60実行委員会
・6 号公園部会、足立区

申込・問合せ先　中央本町庁舎・リ
サイクル推進課 　3880 ―5206

足立区・小出町交流登山

弥彦山へ登ろう
日時　9 月26日( 土)、午前8 時出
発( 区役所本庁舎前一弥彦温泉
泊一27日夜帰京)

場所　新潟県弥彦山( 一般向き)
対象　高校生以上65歳 までの区内
在住・在勤・ 在学の方

費用　25, 000円( 交通・宿泊費等)
定員　50 人( 先着順)
申込 方法　申 込用紙 に記 入のう
え、会費を添えて直接申込先へ
申込期限　9 月19日
申込先　体育協会 　3882 ―1111　(
代) 、または「マツノスポーツ」
(関原2 ―一16一一11) 　3848―51　01

問合 せ先　山岳 連盟・荒川市郎
3889- 8000

≪消費者講座≫

リサイクルブームの中で

資源リサイクルの「優等生」と
いわれているアルミ缶や紙からみ
た資源問題、環境問題を考えます。
日時・内容 下表のとおり
場所　エル・ソフィア
講師　依田 彦三郎氏( 東京大学助
手)

定員　70 人( 先着順)
申込方法　電話
申込・問合せ先　消費者センター

3880 ―5385

時間はいずれも、午後6時30分～8 時30分

青年 セ ンタ ーの 催 し
□ 映像で見る世界
第16回/ 世界の子どもたちはいま
日時・場所　9 月16日( 水) 、午後7

時 ～8 時 青年センター
内容　▽ 砂糖の国の貧困 ―モ一リ
シ ャス ―[ ▽子どもの権利 旧
本ユニセフ協会提供のビデオテ
ープ)

申 込方法　当日直接会場へ( 無料)
□ 9 月の子育てサロン
日時・場所　9 月16日( 水) 、午前
10時 ～正午 青年センター

申 込方法　当日直接会場へ( 無料)
□ 青年ボランテ ィア体験講座
環境を守る、クリ ーンアップ活
動を体験してみませんか。ゴ ミの
内容をチ ェックし ながら 拾いま
す。
日時　9 月20日( 日) 、午前10時 ～
午後4 時

場所　荒川河川敷( 虹の広場集合)
対象　高校生から30歳 までの青年
男女40人( 先着順)

持ち物　軍手、筆記用具
申込方法　電話
□ 国際交流体験
日本の伝統技術である和紙の手

すきを日本で暮らす外国人の青年
と体験してみませんか。
日時　9 月27日( 日) 、午前8 時30　
分 ～乍後6 時

場所　埼玉県東秩 父村
対象　高校生以上30人( 先着順)
交通　青年センターからバス
持ち物　弁当( 昼食)
費用　2, 000円
申込方法　電話

いずれも
申込・問合せ先　青年センター

3890―0061

16ミリ映写機
操作講習会

日時　10 月13日～16日・20日～22　
日、午後6 時 ～8 時30分
場所　青年センター

対象　区内在住・在勤の16歳以上
の方で、全日程受講可能な方
定員・費用　21人 Ⅲl選) 、無科
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名、年齢、電話番号、職業( 勤
務先) 、「16ミリ講習会心蕕」と
明記

申 込期限　9 月20日消印有効
申 込・問合せ先　中央図書館
〒123梅田7 ―13―1

3840―1646

9 月の安売りデー
青果物　9 月16日( 水) ‥・黄緑の
ノボリのあるお店

魚　9 月18日( 金) ・・・青いノボリ

のあるお店
主催　 ▽ 東京都青果物商業協同組
合千住・西新井・綾瀬支部 ▽
関東水産物商業 協同組合　西新
井・干住支部　後援　足立区RECYCLE　PAPER

―森林資源を大切に―

Se. J . 　240. 000


